
○包括的アライアンスの概要と効果
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①世界最大級のLNG調達規模を基盤に、経済性、安定性、柔軟性に優れた燃料調達ﾎﾟｰ
ﾄﾌｫﾘｵを確立するとともに、燃料上流事業やﾄﾚｰﾃﾞｨﾝｸﾞ事業の規模を効率的に拡大

②経年火力発電所を最新高効率発電へ円滑にﾘﾌﾟﾚｰｽすることで燃料消費量を大幅削減
③国内外における燃料上流から発電までのｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ全体を一体的かつ最適に運営す
ることにより、さらなるｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝの効率化を実現

※海外発電、ガス卸売等の共同実施についても協議
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燃料はLNGだけでなく石炭・石油等を含む
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○10年後のアジアの主要購入国と主要買主におけるLNG調達規模
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出所：各調査機関のデータをとりまとめ作成


